20120527　1部礼拝

現場勝利の秘密 (ルカ10:1-16)
「私は幸い。あなたも幸い」何でもないように思われるかもしれません。でも、一言が心からの告白であれば自分自身だけではなく、それを聞く人にもパワフルに影響が現れるものです。いつでもその告白に立っていていただきたいと願います。なぜかというと先週も申し上げましたように、私たちはイエス・キリストを信じて救われた者です。何かを信じるから良いわけではありません。救いの道である神様が私たちのために約束して送ってくださった唯一のメシヤ、救いの答えであるキリストであるイエスを信じるから皆さんは幸いな人です。だから、風が吹いてきても、また雪が降ってきても、何が変わっても、どんな壁が私たちを邪魔することがあるとしても皆さんは絶対的な信仰に立たないといけません。そういったものが私たちを倒すことはできません。その信仰を持っていてください。そして、何があってもイエスがキリストだという信仰を一番真っ先に告白するように、その信仰告白、またその告白にある祝福より先立って邪魔するような問題は存在しません。だから、「幸いです」と言うのです。それから、いろいろ気になることがたくさんあるでしょうが私たちはイエスを信じるので、そのイエスさまが「何も気にしなくてもよい」とおっしゃいました。イエスはキリストだから。ですから、イエスを信じる皆さんはいろいろ気になることがあっても気にしなくて結構です。イエスさまを信じてください。全幅的な信仰をしっかりと守ることが私たちの課題であり、ある意味、それが私たちの仕事です。そうすれば信仰には神の働き、神のわざが付いてくるものですから、その結果を神さまが必ず見せてくださるようになるでしょう。それを体験していかないといけないと思います。そういう意味で「私は幸い」です。何も起きないから幸いではありません。何が起きてもそれも祝福だから幸いです。すべてを働かせて益としてくださいます。この間、台湾に行ってきましたが、台湾の宣教師の方がタラッパンが初期のころ異端だとかいろいろ言われ、インターナショナルスクールに子どもたちが通っていたのですが、そこに通っていた他の子どもの親が宣教師だったようです。その宣教師が学校の方に「この子は変な団体に入っているのでこの学校にふさわしくない」と投稿したそうです。それで学校の方から韓国の教団に問い合わせがありました。学校にも行けない状況に追い込まれるようになりました。細かい話を全部ここではできないのですが子どもたちも辛かったでしょう。親もびっくりするのではないでしょうか。子どもの問題ですから。でも、それを聞いていた本部と柳先生の方から直接いろいろ尋ねて手を加え、最終的にはその子どもたちが学校にきちんと通うだけではなく、大学を卒業するまでのすべてが保証される結果になったというお証しを聞きました。私たちが目の前で見ていたときに「これはだめだ。何でこんなことが」と思うかもしれません。でも、そのときにイエスを信じてください。イエスを信じる信仰を離れないようにしてください。それも働かせて益となるはずです。それがイエスと言う名前の偉大なパワーです。皆さんがイエスさまを救い主として信じるようになったということはどれほどの祝福なのかと言うことをどんどん経験して悟っていかないといけません。その喜びにあふれて礼拝の場に来るようになっていただきたいと思います。イエスさまを信じるようになったきっかけはそれぞれあるでしょうがきっかけが問題ではありません。何がきっかけだったのかわかりませんが、「イエスを信じるようになった。良かったな」といつもそういう気持ちの状態をしっかりと保っていくというのが何より大切ではないでしょうか。そうすると礼拝に来るたびに礼拝が神の恵みにあふれる礼拝になり、礼拝をとおして世が与えることのできない神から直接与えられる神の恵みと力に預かり、それが現場につながり現場を変える主人公になるはずです。「イエスさまを信じます。イエスさまに従っていく」という話を先週しました。今はイエスさまに従っていくというのが、目に見える方ではないのでそのイエスのお話を聞いてイエスを信じることがイエスさまに従うことであり、そして、信じたあともともにおられるイエスさまのことをキリストとして信じ続けること、これがイエスさまに従っていくということです。ぜひ、イエスに従うクリスチャンであっていただきたいと思います。そうすると、今日のメッセージの結論です。もしその人がイエスに従って行く人であれば、必ずその人が行くところ、その人が行く現場は必ず変わります。そこまできちんと含めてイエスさまを信じることを考えないといけません。イエスさまを信じること自体がもう祝福であり、これ以上ない幸いなことであり奇跡です。だからこそイエスを信じる者、今もイエスさまを信じている人は能力あるか無いか、その人が今いるところが険しいか厳しいかやり易いかなどと関係なく、イエスを本当に信じるのであればその現場は変わります。これが聖書の証拠であり約束です。それを今日、心に留めていただきたいと思います。皆さん、イエスさまを信じていらっしゃるのでしょうか。そのイエスはキリストであり、今も生きておられるいのちそのものです。ですから、イエスを心に持っているだけで、それを正しく信じる信仰だけで必ず変わるようになるので、そこまで全部計算し皆さんを神さまが召され、皆さんに恵みを与えられ、イエスさまを信じる信仰を与えられて祝福されたということを今日覚えていただきたいと思います。言葉を変えますときちんと教会に来て礼拝をささげるクリスチャンであれば、その人が礼拝が終わったあと現場に戻って、その現場で必ず勝利するはずです。それなのに現実はクリスチャンのほとんどの方が現場に帰ったとき、信仰とまったく関係なく頑張るか、あるいは信仰の力がまったく生かされないまま現場でふらふら負けっぱなしかになってしまうのです。倒れっぱなしです。やられっぱなしになっています。ありうることでしょうけれども聖書の言っていることとは違います。そして、望ましくありません。必ず現場で昇進して偉い位置につく、そういう意味ではありませんが、いつもやられっぱなしで、いつもうまくいかない、それはクリスチャンの証拠ではありません。ぜひ今日覚えてください。皆さんはイエスを信じる方なので、それがどれほど大きい祝福なのかと言うと皆さんが行くところが必ず変わります。そこで必ずイエスによる勝利が待っています。自分はそういう存在だとそこまで全部計算して、そこまで全部含めて私たちをクリスチャンとして神様は召されたということを聖書は語っているので心に覚えていてください。今日の聖書はそのようなお話であり、一つの証拠です。

イエスさまに従っている絶対的な信仰、全幅的な信仰を持ってついて来なさいとおっしゃった直後に７０人を弟子に立てて町に遣わされました。イエスに従っていく者は必ず現場に遣わされるようになります。そして、そこで勝利する秘密を全部、イエスさまは語って教えてくださいました。今日のみことばをとおして教会に通うだけではなく、それが小さいことと言う意味ではありません。それは現場の勝利も全部セットにしているということを覚えていただきたいと思います。私たちの信仰の花を咲かす。イエスの実を実らせるというのは現場です。皆さんの家庭、職場、事業の現場、隣人と一緒に暮らしている地域、会社、学校、そこでイエスを信じることがどういうことなのか神様は見せつけたいし、そこで花を咲かせる方です。全部セットにしないといけません。ほとんどの方がアーメン、ハレルヤとしますが、それも本当はほとんどしないのですが、そうしながら終わって帰るときにはまた別人になって帰ってしまいます。現場ではクリスチャンが見当たりません。セットになっていることをぜひ覚えてください。今日の聖書の流れを見ると「イエスに従います」と「そうならば遣わすよ」とがセットになっていることをぜひ覚えてください。私たちの意識の中でそれがセットになっていないので、残念ながらそこまで祝福を計算して召されたにも関わらず、その祝福を全部逃しているのではないでしょうか。今日からもう時刻表になりました。「そうか。イエスさまを信じているのだ」と他に条件はありません。たくさんの訓練と言うのはまた別の意味です。イエスは偉大なるキリストです。だから、イエスを信じているのであれば、その一つの条件で皆さんの現場は必ず変わります。なかなか信じられないようですが。なぜ神様はそこまでセットにしておられるのかと言いますと、つまり、クリスチャンの私たちが自分で恵まれて喜ぶだけではなく、それをもってそれぞれの現場でその証拠が現れるようになぜセットにセッティングしていらっしゃるのかと言いますと、皆さんが遣わされている現場には皆さんのように本当にみじめなのですが神の恵みによってその尊い救いに定められて、救いに預かるたましいがたくさん用意されているからです。皆さんが現場で勝利することによって備えられたたましいがいのちの祝福に預かることと全部つながるように神さまはセッティングしていらっしゃいます。だから、皆さんが偉いから、皆さんが裕福の生活をしてもらうためではなく、皆さんの勝利によって証人としてそこにいまだにさまよいつつ苦労しているたましいがたくさんあります。そのような人々が今の私のように救われないといけないので皆さんをとおして救いのわざを神様はなそうとしていらっしゃるのです。だから、皆さんは必ず勝利するはずです。これから申し上げますが、そのためにはどうすれば良いのでしょうか。もうすでに成っています。どうすれば良いのか、まず一番大切なのは意識改革です。そのまえにぜひ覚えてください。２部の礼拝でももっと細かく申し上げますが、今皆さんの目にはどのように映っているのかわかりませんが、皆さんの現場には本当は外側のうわべと関係なく飢え渇いて人生の答えが何か見当たらず、それを探し求めてさまよいつつ飢え渇いているたましいがたくさんいるし、それも裕福さや人生の成功などの包装紙で包装して偽りにだまされているだけです。あるいは逆に貧困や災い、病気やどうしても無くならないものに捕らわれてずっと苦しみ続ける人々もたくさんいます。世の中の解釈、解説では答えに絶対にならない問題を抱えて苦労している人が皆さんの周りにたくさんいます。そのような人々が神に会わないといけません。すべてが霊的な問題です。神の福音の光、イエスの光がそこには必要とされます。そういう人々に福音の光が伝えられることのために先にクリスチャンになっている私たち、皆さんは自分自身のことをどう思っていらっしゃるのかわかりませんが、神様は皆さんをそこまで祝福されました。「救われて良かった。ありがとうございます」というぐらいではなく、それをもって皆さんの現場においてそれがパワーとして現れわれるところまで皆さんを祝福されました。神様の祝福は中途半端ではありません。地の果てにまで、この世界を変えることができるほど私たちを祝福されます。ぜひ覚えてください。
今日の聖書がそのようにイエスさまについて来た、従っている弟子たちを現場に遣わされました。ですから、現場で必ず勝利するはずなのですが、それは「一生懸命働きなさい」とかいう意味ではありません。それは普通、常識でしょう。それだけでは勝利できません。皆さんがまじめに仕事をするから勝利するといった幼稚な人生観というものは早く抜け出さなくてはいけません。人生そんなに甘いものではありません。またクリスチャンはそのような苦労からも解放されている者です。現場で必ず勝利して、人を助けることができるくらい勝利する約束を握ってどうすればよいのかと言いますと、まず第１に自分自身がこの現場に神様から遣わされている者、派遣されている者であることに確信を持つようになれば必ず勝利します。私は遣わされている者、派遣されている者です。これは正社員、派遣社員と言う意味ではありません。私は神によって派遣されている者ということに確信を持つということは勝利の第１の秘密です。言葉を変えますとほとんどのクリスチャンが現場に行って仕事をしながら、勉強しながら、家事をしながら、地域との交流、交わりをしながら、この自覚がありません。教会に来て礼拝をささげるときはクリスチャンであるかのように思っていても現場に戻ったときにはそういう意識がありません。別に現場で偉いすごい何かをやってほしいとかは求めません。別にできるわけでもないので意識をしっかり持つだけで良いです。クリスチャンの勝利の秘密は信仰であり意識です。皆さん、自分のことをよく省みて考えてみてください。皆さんの現場、現場はいろいろあります。皆さんはその現場においてこのような確信をどれくらい持っているでしょうか。それだけです。現場でうまくいかない、現場でいざこざがありトラブルが絶えない、現場でなかなか祝福されない、現場で周りの人から見て何か影響を与えるようなことがほとんど見られない、その逆のパターンである方々はぜひ覚えていてください。なぜそうなのだろうと。それから、今まで考えていた理由を全部カットして一つだけ考えてください。自分がクリスチャンであるがゆえにここに派遣されている者だという意識がなかったからだと。能力があるかないか、学歴が足りないとかいろいろ考えるかもしれません。小学校しか出ていない者でも、それで掃除係のような者として就職してもこの意識がしっかりしている者はとんでもない奇跡によっていつかは社長の座に昇り詰めることもできます。社長になるから良いという意味ではありません。私たちの不信仰を全部洗い直してください。神が望まれるのはこれだけです。自分がどんな存在なのか、自分のアイデンティティ、自分がどれほどの祝福の存在なのか、どれほど皆さんは祝福されたのでしょうか。皆さんの現場に他の人のように金稼ぎや給料や勉強や専門勉強のために来ている者ではなく。神によって派遣されているぐらい皆さんは祝福の存在です。違います。その意識だけです。今現在うまくいっていないところがあり、肩書の面においても、能力の面においても劣るところがあるとしても構いません。この意識を回復すれば能力のないところには神の力が現れ、もし昇進が必要であれば他の人が１つジャンプするのに３つジャンプすることもあるし、そういうことは気にせず「自分は見張り人だ。自分は遣わされている者だ」と自覚してください。

しかも今日の聖書を見るとこう書いてあります。ご自分が行くつもりのすべての町や村に先に７０人メンバーを二人ずつ送ったと。皆さんがその現場には何かの目的、理由で行っていると思っているでしょうが実はそうではなく、イエスさまがご自分の代わりにそこに遣わされたのです。そういう意識です。イエスさまが行くべきところに、イエスさまの代わりとして今派遣されている者だ、つまり、皆さんの現場において神様の理由がある存在だということです。皆さんには尊い、そこの現場に遣わされている、その現場にいるべき神の理由があります。皆さんは皆さんの理由しかないでしょう。映画を撮る理由、勉強する理由、絵を描く理由、給料もらう理由、家族を養う理由、自分の理由しかありません。だから、クリスチャンなのに現場で勝利できません。それでその部分において成功しようと一生懸命頑張るでしょう。苦労だけです。クリスチャンはそういうことのために一生懸命に頑張るちっぽけな存在ではありません。イエスが皆さんのために血を流され買い取られた尊い神の神殿と呼ばれる者です。ですから、その現場にうわべではいろいろな形で行っているでしょうが実は天の御国のスパイとしてそこに派遣されているのです。尊い神の目的、神の理由のために。答えのないまま滅びていく、死んでいく、罪に捕らわれ罪の結果である呪いの勢力に捕らわれ、運命の力に捕らわれ、サタンにやられて、悪霊にやられて神様を知らないまま暗やみの力に制せられて圧倒され死んでいくそのたましいが、イエスの光によって神様に立ち返り救われる、その尊いいのちの目的のために私たちは派遣されている者です。何をどうするかはその次の話であって意識です。その意識を持っているかどうかです。それでイエスさまはおっしゃいました。「収穫は多いが」と。「私は今収穫のために遣わされている者、派遣されている者」という意識を持つ働き手がほとんどないとおっしゃいました。つまり、現場にたましいの収穫のために今遣わされている働き手という意識です。収穫の人、いのちを刈り入れる人という意識です。これが皆さんの脳細胞の中にどれほど強く刻まれるかの度合いによって、現場の変化は現れます。能力があるないとか言い訳にするようなものは何一つありません。もうすでにそうなっているから。結論で申し上げますが、これは毎日、毎週派遣式を自分で行わないといけません。それだけです。それを回復すればよいです。しかもその自覚が薄っぺらな自覚ではなく、ものすごく強くなればなるほど良いです。「私は神の目的のために派遣されている者だ」と。言葉を変えるとここに関わっている周りの多くのたましいの中で救いに定められているたましいの収穫のために私は派遣されている者です。仕事をしながら、それはペラペラ言葉でしゃべるという意味ではありません。ある意味では周りからはそうなのかどうかもよくわからないように、気づかないように、自分の意識の中で祈りつついればあとで気づくようになります。でも、収穫の人だとは気づきません。何か違う。あそこに人生の答えがあるのではないか。それが見えてくるようになります。何も難しいことはありません。

それから、今日の聖書の箇所の後ろの方で、「もしあなたがたを受け入れない町があれば町を出ながらサンダルの下のちりも全部払い落とし」、と結構ひどいことを言われます、「あなたがたの中で行っていた奇跡をイエスさまが行ったのであればソドムも悔い改めるだろう。だから、あなたはソドムよりひどい者だ」とあります。これはイスラエルのことです。そのような話をしながら、「これは福音を受け入れていないから、拒否するから呪いなさい」と言う意味ではありません。これは弟子たちに派遣される人々が自分たちの役割、存在がどれほど大きいのか知ってもらいたいということです。つまり、私たちは祝福と呪いの滅びの鍵をもつ者です。それが派遣されたという意味です。皆さんの祈りと皆さんの持って語る福音、それが小さいものでなく祝福と滅びとして別れてしまう分かれ目になる鍵を握っている存在です。そういう自覚、それが派遣されたという確信です。
それから、これは皆さんがどこにいても、どのような現場でも構いません。どこに行っても同じです。どこにでも救われる人は備えられています。「ここはそうだろう。ここは違うだろう」とは私たちの勝手な判断であって、そういうところはありません。また言葉を変えると皆さんがいること自体がそこに救いの計画があるということです。そうでないと皆さんがそこに行くはずがありません。私たちは自分の理由で動いたり行ったりするかもしれません。でも、神様がそのすべてを動かしているということを私たちは信じます。それを神の主権と言います。皆さんが失敗をしてそこに連れられてきたのかどうかはわかりませんが、でもクリスチャン、イエスを心に持つ皆さんがそこにいるとすればセットです。そこに救いの計画があるという一つの裏返しのようなものです。だから、その自覚だけです。メッセージも用意したものがありますが、神様、聖霊の導きによっていろいろ変わります。この１番でこんなに長く時間が取られるとは思いませんでしたが、たぶんここが一番肝心なところでしょう。今も現場での勝利が必ず約束されているので握ってください。難しくありません。「神様。現場でクリスチャンとしての勝利を私に与えてください」約束されたから。そのために遣わされた者。派遣されている者、イエスの代わりに、神の聖なる目的のために遣わされているこの自覚が芽生えて、「私の骨の髄まで刻まれるようにしてください」これが祈りです。そうなれば勝利しますから。でもほとんどそれが実はありません。他に問題があるかのようにまたこんがらがってしまいます。旧約の民数記６章を見るとナジル人と言う名前が出てきます。それは神のご用のために自分をささげますと誓った者は特別にすべてから隔離され、聖なる日々を送る期間が定められます。その期間の間、どうするかと言うと、ぶどう酒も強い酒も飲んではいけない、髪の毛にはさみなどを入れてはいけない、そのままにして、それから、死体と触れてはいけない、汚いもの、汚れたものの横に行ってはいけない。それらを徹底的に守ります。それでたとえばそれが１カ月間の期間があれば２９目に死体に触れたのであれば、今までは無効です。最初からやり直しです。それは徹底的にです。ミッションホームに行ってこの箇所を話す時に、無菌状態の確信という話をしたのですが、そういう期間を設けます。それから、それが終わったときにはぶどう酒を飲んでもよいとなります。ナジル人になぜそういう期間を設けたのか。徹底的にします。どういう意味でしょう。刻印されないといけません。ナジル人と誓ったわけではなく、ナジル人としての私は違う、私は他の人と違うという意識、自覚がもう骨の髄までに刻まれるように、これが神様の願いです。刻印です。同じ仕事をして同じ釜の飯を食っていても私は違う、派遣されている者、生きる目的も違う、これが私の心に刻印されることが勝利の秘密です。だから、ナジル人はその期間の間は普通、周りは皆ぶどう酒を飲んでいますが自分は飲みません。普段どおり飲むとしても飲んではいけない、皆、床屋さんに行っているのに自分は髪が伸びていても徹底的に「僕は違う」となるでしょう。その効果です。神は何かをやるのではなく、私たちがキリストの血潮によってどのように変えられたのか、私たちの身分やアイデンティティが何なのかを刻印されること望まれます。たとえば、そのようなことのためにときには皆さんが考えたときに肉体的に、人的に犠牲を許される場合があります。それは神の目的です。刻印。私はこの現場に神の目的のために派遣されている者なのだという自覚、確信、できれば無菌状態の確信を持つことです。使徒の働き２章を見ると、このすべてを成就されたイエス・キリストを信じている初代教会の人々は毎日神殿に集まり、また家に集まりとなっています。セットです。キリストを信じる信仰、感謝ですと現場に遣わされたということをセットにしてぜひ覚えてください。その意識だけで十分です。それを今週ぜひ回復していただきたいと思います。その意識を持ってイエスさまが行くつもりの現場に７０人メンバーを先に送って彼らがどういう存在なのか、イエスさまについていく者は派遣されるのだということを味わってもらったのです。
そのときに現場での勝利のためにいくつか注意事項をおっしゃいました。それが何かと言うと「あなたがたをオオカミの中に羊を送るかのような感じです。だから、財布、旅行袋を持たないで町で道でだれかに挨拶をしたり、何かを訊ねたりしないで」とおっしゃいました。どういう意味でしょうか。いろいろな解釈がありますが、今あなたがたをオオカミの中に、彼らが行く現場、世の中はそのようにひどいところです。それで今おっしゃったのは簡単に申し上げると、現場で勝利するためには派遣されているという自覚が刻印されるほどの確信を持って、そのために世の世的なケンカや戦いや争いに巻き込まれないようにという意味です。世の中はオオカミに表現されるようなところなのです。そういう本当に栄養価のない戦いと争いに満ち溢れているところに彼らは遣わされるのです。そこが現場というところです。うっかりすると派遣されているにもかかわらず、ここにしっかりついて行けないように他のケンカや争いに巻き込まれて足止めされるケースが何と多いでしょうか。それで多分財布を持つと狙われるから、旅行袋も狙われるから、人に挨拶して何かを訊ねるとそこでトラブルが生じるようになるので、という意味があるのではないかと思います。とにかく、世的な世の中の栄養価のない戦い、争いに巻き込まれないように。世の中にはすべてが肉的な利害関係、肉的な利益によって動きます。本当は正義も何もありません。そういうことと一緒になって巻き込まれないようにしてください。あなたがたは神の子どもであり、この世を助けて生かすために伝道者として派遣されている者なのだから、そういう争いは巻き込まれないように。それは全部譲りなさい。負けなさい。損しなさいという意味です。そして、それが争いになるような隙を提供しないように。もし私たちが利害関係において絶対に負けないというのであれば、それが隙になって必ずその争いに巻き込まれます。クリスチャンの方々は現場で負ける大きな理由の一つがこれです。同じレベルでケンカしています。また違う意味で言いますと世的な戦いと言うのは律法の戦いです。何が正しいか、どっちがあっているか間違っているか、どっちが良いか悪いかの戦いです。それに巻き込まれないで「私が悪い、私が負けました」と「どうぞ、どうぞ」しないといけないということです。これがクリスチャンの生き方です。彼らの目線から見たときには「アホかよ」と思われるのがクリスチャンです。彼らが知らない世界を知っているから。これが現場での勝利の秘密です。つまり、簡単に言うとぶつかるのではなく、戦うのではなく、決着をつけるのではなく、飛んで乗り越えていくことです。「どうぞ」と全部譲ることです。また世の中では自分のためには他の人をつぶして、あるいは不正を働いて、そういうところがオオカミと呼ばれている世の中です。そこで私も自分を守るために不正を働いていたり、他の人をつぶしたりの戦いに巻き込まれないように。神が私たちの生死、災い、祝福、全部御手に持っていらっしゃることを信じてください。何も心配しないでというのはそういう意味です。何かが心配になればそれに引っかかって余計な無駄な争いに巻き込まれるようになります。これは道徳とは違う話です。今日の聖書を見るとそれが現場での勝利するための秘密です。ですから、自分のアイデンティティをしっかり握って、いつもこれを刻印し、それからは世的な争いや戦いに巻き込まれないようにしましょう。夫婦の間も同じです。夫婦でもノンクリスチャンがいるので、家庭に私が派遣されている者でないといけません。それなのにいつも同じレベルで「何でこうするの」と普通の夫婦がやっているようにすると伝道になりません。だいたい旦那さんが遅いのですが、旦那さんは社会生活をしているので人間的に上ではないのですがいろいろな面で少しレベルが上です。それでクリスチャンになったばかりの奥さんが世的な争いに巻き込まれると幼稚に見えてしまいます。だから、知恵を持ってください。すぐにできないかもしれません。でもよくよく考えてみてください。私たちクリスチャンでもなかなか難しい一つの理由がこの世的な基準、枠がなかなか壊れないからです。いつまでたってもだれが良いか悪いか、そんなことあり得ないのではないかという気持ちがずっと働くのです。「どうでもよい」にはなりません。なにかそれがまるで正義のように顔を赤くしてまで戦います。周りが見たときには「アホじゃないか」と思われる、そのアホは本当のアホではなく「骨もないの」と思われるような、柔和な人はこの地を相続すると言われるように柔和な人は征服するようになります。
これが最後です。巻き込まれないで何があってもいつでも福音だけをテーマにしていれば勝利します。福音に集中するという意味でもあるでしょう。これがイエスさまが現場に行ったときにどこの家、どの人に会ったとしても一律です。その家に神の平安を祝福しなさいと。その平安とは平安の福音の話です。どこに行ってもどの家でもつまり、すべてを福音の目で見なさいということです。いろいろなテーマがあるでしょうが、そのテーマに巻き込まれないで私たちは一つだけです。福音なのかそうでないのか。それだけです。福音でなければそれは未練を持たないで、福音であればそれにすべてを注ぐ、これが福音だけをテーマにする、すべて福音の目で見るということです。どこの家に行っても平安の福音をまず先に祝福しなさい。それでその祝福を受けるような人がいれば祝福されるし、そうでなければあなたに帰ってくるわけです。余計な話をしないでいつも福音です。それから、あなたがたを受け入れる人、家があるならそこに留まって食事が出たら食事を食べなさい。その家からあちこちに転々としないようにと言われました。そして、働きをするものが報酬をもらうのは当たり前でしょうとおっしゃいました。これは私はどこかで伝道者として「ご飯ちょうだい。交通費をちょうだい」という意味ではありません。そこに福音を語ったときに彼らが福音を受け入れるように用意されている者でないのか、福音を中心にすればそれで十分で、福音なのかそうでないのか、それ以外のことにあまり気にしないように、それ以外のことに捕らわれないようにするという意味です。そこで、もし食事が出たら食事をしながら留まればよいのではないか。そうでなかったら食べないでそこにいればよいのではないかと言う意味です。その代り受け入れてない者には塵を払うというのは怒ってと言う意味ではなく、それは未練を持たないで、ひっかからないようにということです、神様がなさるのですから。つまり、現場での勝利はいつも福音の目で、福音中心、福音に集中していることです。そのためには世的ないろいろな争い、それに巻き込まれないで、それに隙を提供しないように。いつでも福音なのか、福音でないのか。それから何があってもそうしていると機会が許されます。そのときにいつでも平安の福音を語る準備さえあればよいのです。他の目的、余計なテーマは持たないように。私に優しくお話してくれるかどうか、私の利益にかなうかどうか、あちらの方に行けばもっと有利だろうとか、そういう余計な計算など全部カットしてテーマは一つだけ、福音に集中しなさいと言うことです。そうすると必ず神様は機会を許されます。すると福音を語ればよいです。平和の福音を。そして、その福音にどう反応するかによって神の聖霊の導きをきちんと受けるようにすれば結構です。
ですから、今日のメッセージのテーマはいつでも私たちはイエス・キリストによってそれを味わい、祈りの祝福を味わわないといけません。教会で礼拝することはなんと大切な神の祝福でしょう。でも、それはいつでもセットになっていることを忘れないでください。皆さんの現場までセットにしてあるということを覚えて、現場で勝利するようになっていると、その一番大切なのはそこで神から派遣されているという確信、自覚です。今、救われたばかりの人も同じです。自分自身がどれほど尊い存在なのか意識を回復し、そういう意味で今自分が遣わされている現場がどれほど尊い、神の御心がある宣教地なのかと言うことを常に覚えてください。これから現場の答えが私たち与えられる時刻表に来ているのですから、常に祈りつつこの答えを見ましょう。皆さんが現場で答えられる、現場で勝利する、家庭も主婦は現場です。未信者がいれば。それに対して今まで自分はこの家庭に救いの伝道師として派遣されている者だという自覚をどれくらい持っていたでしょうか。それを持ってそれを祈るだけで十分です。
結論です。この自覚を常に覚えつつ、そういう意味で毎日現場に出向かう、出ていくときにはただ会社、学校ではなく、どういうことでしょう。一人で派遣式を毎日やらないといけません。今日も現場に派遣されるのですから。毎日、派遣式を行ってください。それから１週間のうちには教会に来て礼拝をささげます。礼拝を終えて帰るときには、ただ格好よくキャッチコピーではありません。皆さん、教会から帰るときにはそれぞれ「ここで派遣式をやります」と言わなくても、最後の賛美がいつも派遣式の賛美になっています。派遣式、派遣されるという意識を持って家に帰っていくようにしましょう。毎週、毎日、派遣式を行うクリスチャンになってください。それから元旦の礼拝でも申し上げましたように、その派遣式のあとどこでも祈るのでしょうが現場で派遣されているものとしての自覚を持って、その現場の暗やみの力が砕かれて、神の願いが成就するようにという課題を持って現場での祈りをぜひ回復するようにしてください。現場での祈りです。それがパート先でも、学校でもどこでも祈りません。自覚がないから。勉強するように来たでしょう勉強しながらも「イエス、イエス」と思い出す必要があるのかと言いますが、とんでもない話です。こうすることによって皆さんの勉強にも事業にも会社にも家庭にも神様が証拠を与えられて神の祝福が与えられ、それを成功と言います。成功しようと頑張る人は成功できません。約束します。確約します。そうすると必ず現場は変わり、皆さんは成功者になります。つまり主役になります。肩書と関係なく、主役、中心になります。この祝福をなぜ逃すのでしょうか。ただ、現場で勝利していないから、これを全部逃しています。現場の祈りを始めましょう。２分でも１分でもその意識を持っているだけでももう神の働きは始まります。意識が飛んでいきます。サタンの働きで一番大きな働きは意識をぼやかすことです。だから、わざと覚えて、毎日出るときにバタバタするよりは黙想しながら、「今日も派遣され宣教地に行きます」と。礼拝が終わって帰るときも、それが皆さんにすでに与えられている祝福だから味わってください。
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。一人一人がイエス・キリストの血によって救われた尊い神の民であり、しかもそれは現場を彼らをとおして変えて助ける神様のご計画が一緒になって、セットになっていることを教えられました。毎日、私たちは現場に派遣されていく、その派遣式を行い、意識改革になり、その派遣されている自覚が刻印されるような祝福を一人一人に与えてください。現場での証拠をこれから見るように、そのことによって学業、事業、そして家庭、様々な面において神の目に見える祝福が現れるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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